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令和５年度 穂波まちづくり協議会主催 

第７回穂波地区人権講演会 

「共に生きる社会へ」～ヘイトスピーチを体験して～ 

事業報告 

 

１ 事業実施の目的 

穂波まちづくり協議会は、人権が尊重され、明るく、豊かな活力あるまちにすることを目指してお

り、差別やいじめをなくし、思いやりのある住み良い穂波にしていくため、人権講演会を実施しま

す。 

 

２ 全体計画 

企画名 「共に生きる社会へ」～ヘイトスピーチを体験して～ 

講師名 徐 麻弥（ソ マミ）さん 

実施場所 
会場名：穂波交流センター 大ホール 

住 所：福岡県飯塚市秋松４０８ 

実施日 令和 5 年 8月 26 日(土) 13：30～15：00 

参加者 60 名 参加料 なし 

講師 

プロフィール 

韓国籍の在日朝鮮人３世。福岡県出身。 

生まれたときから日本名を使用して生活していたが、高校時代の朝鮮文化研究

会（朝文研）活動を通して民族的アイデンティティに目覚め、大学入学を機に民族

名で生きるようになる。大学時代に同胞学生の民族団体である、在日本朝鮮留学生

同盟(略称、留学同)で活動し、卒業後は留学同九州地方本部にて専従職員を務めた。 

家族をはじめ、活動の中で出会った在日同胞たちの様々な経験、置かれた状況、

生きづらさに直面する中で、講演活動を行うようになる。 

2006 年から講演活動をはじめ、現在、福岡県や大分県各地で市民向けの人権

講座や教職員研修などの講師を行う。また、小学校での交流学習や中高校生へ向け

た人権学習なども行っている。 
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参加者感想 

・ヘイトスピーチについてあまり身近な問題とは感じていませんでした。今日の

話を聞いて誰かが被害にあった時は、助けてあげられるようになりたいと思

う。 

・私たちみんなが仲良く毎日を送れるよう頑張りましょう。 

・偏見からくる差別又ヘイトスピーチの恐さを知りました。1 人ひとりが自分ら

しく自然体で生きられ、社会の 1 人でありたいと思いました。 

・差別はいけない。心では分かっているが、なかなか現実的にはきびしいものが

ある。 

・講師の方の言われた「やさしさと勇気を持って仲間と一緒に！」皆が生き生き

と生きられる時代にしていきたいと思う。 

・これからも頑張ってください。 

・これまで身近に見聞きした事がなかったので、今日参加してみました。何にし

ても差別は許せません。 

・今日はとても勉強になりました。とても良い話を聞かせていただきました。こ

れからも講演活動頑張ってください。 

・問題点がどこか、無くす対応策についての考え方の説明が欲しい。自分事の説

明が多いように思います。私たちがどうすれば良いかを教えてほしい。 

・やさしさと勇気をもつ。その通りだと思いました。 

・在日の方の生の声を聞くことができてよかった。カミングアウトされた時、自

分ならどう答えるか考えさせられた。常に相手の気持ちを考える行動ができる

ようになれば、ヘイトスピーチはなくなると思うので、自分もそういう行動が

できるようになりたい。 

・若い力強いお話しとても勉強になりました。私も大人として頑張ります。あり

がとうございました。 

・今後も講演活動して下さい。 

・多分日本人が外国に行くと差別を受けることがある。それはやはりおかしいこ

とで、皆同じ人間。色々な国の人が皆自分の国に誇りを持ってそれを尊重でき

る社会・地球であって欲しい。それは、人種や国の違いだけでなくすべての人

も尊重できる社会でなければならないと思う。チマチョゴリ素敵でしたよ!!活
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動頑張ってください。 

・子どもさんがいるなか、このような講演会に取り組みされてすごいですね。こ

れからも機会があれば参加していきます。 

・とても良い話がきけました。子どもたちに話をする活動がすばらしいです。が

んばってください。 

・差別は形を変えながら現在も続いていることがはっきりわかりました。私たち

はけっして傍観者にならぬように、声をあげていかなければと思いました。 

・国籍法のことすらよく理解できなかったので、知ることも大事。自分の隣に住

む人を知ることから又はじめたいと思っています。 

・徐麻弥さんの話を聞くのは２回目ですが、前の時は教員対象だったけど、今日

の話は小さいころからの体験からの話だったのでとてもわかりやすかった。 

・当事者の方からの話はとても勉強になりました。ぜひこういう人権講演会をし

て下さい。 

・いつまでも続く差別、同和問題と同様に学んでいない人が多い事が残念です。

若いうちから学んで行く事が大切と思う。 

・傍観者になってはいけないと強く思いました。ＳＮＳ上で知ったことが正しい

と信じてしまう人が多いので、判断する力をつけることが大事だと思った。 

・朝鮮人差別はもちろん様々な差別を解消するには多様性のおもしろさ豊かさ、

多様性が尊重される社会が、皆が幸せで豊かな社会であることを広げていかな

いといけませんね。今日の学びを自分の身近なところから少しずつでも伝え広

げていくこと。自分の行動で示すことが大事だと感じました。私もできること

頑張ります。 

・過去の歴史を振り返るとき、朝鮮使節団として丁重に対応していた時代があっ

たし、日本の文化の中にも朝鮮からのものもあるし、もともと東アジアの同胞

として互いに尊重してしかるべきと思っています。今年は関東大震災 100 年

目ということで、その時の朝鮮人虐殺についてきちんと検証すべき。人種差別

は絶対に許されないと思っています。今後も微力でも行動していこうと思って

います。 

・体験談を含め、貴重な話を聞くことができとても良かった。いい学びができた。 
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ありがとうございました。 

 

 


